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大
阪
大
学
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紀
要
創
刊
に
あ
た
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大
阪
大
学
五
十
年
史
編
集
実
行
委
員
会
委
員
長

大
阪
大
尚
子
五
十
年
史
資
料
・
綴
集
室
長

，馬

ア
\
J

E
M
A
 

本
年
五
月
一
日
に
創
か
一
冗
十
同
年
を
む
か
え
る
本
学
で
は
、
記
念
事
業
の
一
っ
と
し
て
大
阪
大
学
五

を
刊
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

昭
和
五
十
四
年
三
月
、
五
十
年
史
編
集
実
行
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
以
後
編
張
作
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

五
十
年
史
は
、
創
た
以
米
の
本
学
の
股
史
を
記
述
し
、
本
学
が
学
術
の
発
展
、
人
材
の
養
成
に
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

本
学
前
史
時
代
を
含
め
、
大
阪
の
文
化
的
、
社
会
的
、
経
済
的
土
擦
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
関
述
を
安
視
す
る
と
い
う
方
針
に
沿
っ
て
、
現
在
関

係
資
料
の
調
査
収
集
に
鍔
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
収
集
さ
れ
た
資
料
は
、
昭
和
去
十
四
年
七
月
に
削
民
間
書
館
内
に
設
註
さ
れ
た
大
阪
大
学
五

十
年
史
資
料
・
編
集
室
に
収
蔵
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
状
は
な
お
緩
め
て
不
十
分
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
さ
ら
に
本
学
の
内
外
に
わ
た
る

広
い
調
査
を
行
な
い
、
情
報
交
換
を
活
発
に
し
、
さ
ら
に
は
集
め
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
学
術
的
に
検
討
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
加
な
に
法
ョ
つ
い
て
、双
十
年
史
の
内
務
の
充
実
と
編
集
作
業
の
よ
り
円
滑
な
進
行
を
加
す
た
め
、
本
委
員
会
は
今
度
『
大
阪
大
学

を
刊
行
す
る
三
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
研
究
論
文
、
研
究
ノ

i

ト
、

回
顧
録
、
資
料
紹
介
な
ど
を
と
お
し
て
、
本
学
の
歩
み

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
上
げ
、
記
録
に
と
ど
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
ふ
九
て
お
り
ま
す
。

大
阪
大
学
の
歴
史
の
調
主
研
究
は
、
今
回
の
五
十
年
史
の
刊
行
に
よ
っ
て
終
了
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
近
代
史
の

一
分
野
と
し
て
、

恒
久
的
に
そ
の
光
尖
と
発
浪
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
、
今
回
の
紀
要
を

大
阪
大
学
史
紀
要
い
と
題
し
、
あ
え

て
「
五
十
年
」
を
除
き
ま
し
た
。
間
じ
趣
旨
か
ら
、
資
料
・
編
集
室
の
名
称
か
ら
も
こ
の

一
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

本
紀
要
の
今
後
の
発
肢
を
念
願
し
、
あ
わ
せ
て
内
容
充
実
の
た
め
関
係
各
位
の
御
浬
解
と
御
尽
力
止
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
四
月
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